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ポピュラー・ジャズピアノ科 講師資格認定オーディション r 

【AdvancedⅠ】 

実技試験 ＜初見１・２＞ 例題集 

 

［初見１］ 

●16小節程度のコード＆メロディー譜をヘッド・アレンジして演奏します。AdvancedⅠでは、4～8小節の

イントロをつけたうえで、最低２コーラス（譜面を２回分）に発展させることが条件です。 

２コーラスへの発展は、高度なアドリブまで要求するものではありませんが、メロディーやバッキング

に変化をつけることで１曲としての起伏、構成感を持たせることが期待されます。コーダの付加や、つ

なぎの部分等で新たなコードを挿入することも自由です。 

AdvancedⅠでは、ノン・ダイアトニック・コードを使ったやや複雑なコード進行の課題曲も出されます。

バッキング・パターン等のアレンジを考える以前に、コード進行の把握、特にセカンダリー・ドミナン

トやトゥー・ファイブといった定型的なパターンを読み取ることがコツになります。メロディー・フェ

イクにおいても、そのようなコード進行に即した音使い（スケール感）が必要になってきます。曲の大

きな流れを理解して、スムーズな演奏をするようにしましょう。 

 

・以下の譜面をもとに、簡単なヘッド・アレンジをして演奏する。 

・４～８小節以内のイントロを付けて演奏。 

・フェイクなどを含め、２コーラス以上で演奏すること。 

・代理コード、テンションの使用は任意。 

・予見時間は初見１・２合わせて３分間。 

 

問題例① 
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問題例② 

 

 

 

問題例③ 
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問題例④ 
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［初見２］ 

●初見２は、２段譜の演奏です。楽譜通りミスなく弾くだけでなく、曲としてまとまっているか、コード

やメロディーの流れを把握してスムーズに演奏できているかが重要なポイントになります。予見時には、

音符だけを追うのではなく、コード進行を全体的に把握しておくことが、スムーズな演奏のために不可

欠です。さらに、リズム感やダイナミクス等も含めた音楽的な抑揚も演奏時には表現してほしいところ

です。途中で止まったり弾き直すことがないように、自信を持って演奏しましょう。 

 

 

問題例① 
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問題例② 
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問題例③ 

 

 


